
三菱電機株式会社

項目 単位

呼称出力 kW
法定冷凍ﾄﾝ ﾄﾝ
吸入圧力飽和温度範囲 ℃
冷媒

℃
電源

始動電流 A
出力周波数 Hz

形名
定格出力 kW
押しのけ量 m3/h
電熱器<ｵｲﾙ> W
種類

圧縮機 L
その他 L

正規充てん量 L
熱交換器形式

電動機出力 W
ﾌｧﾝ径 ㎜

風量 m3/min
凝縮圧力調整装置

内容量 L
容量制御
始動方式
高圧ｶｯﾄ防止機能

圧力開閉器<高圧･低圧>
過電流保護
温度開閉器 <吐出>
温度開閉器 <圧縮機ｲﾝﾅｰｻｰﾓ>

制御回路用
凝縮器送風機用

逆相防止器

吐出温（油温）検出保護
可溶栓

内蔵品
予備ﾋｭｰｽﾞ
その他

外装色
外形寸法<高さ×幅×奥行> ㎜

荷造質量 kg
製品質量 kg

吸入配管 ㎜
液配管 ㎜
ﾎｯﾄｶﾞｽ配管 ㎜

配管長 m
騒音 dB(A)
注

技術ﾃﾞｰﾀ

コンデンシングユニット <高・中・低温用> ﾘﾌﾟﾚｰｽ一体空冷式・<R410A・ｽｸﾛｰﾙ>

ECOV-EN30WB(-BS・-BSG) <4HP>

3.0
2.1

-45～+10
R410A(現地ﾁｬｰｼﾞ)

三相 200V 50Hz

据付条件
屋外設置

<注6> 周囲温度-15～+46

電
気
特
性

消費電力 <注1> kW
4.77

(液管断熱無しﾓｰﾄﾞ： 4.57)

運転電流 <注1, 2> A
14.5

(液管断熱無しﾓｰﾄﾞ： 13.9)

力率 <注1> ％
95.0

(液管断熱無しﾓｰﾄﾞ： 94.9)
6.1

<注5> 30 ～ 78

冷凍能力 <注1> kW
11.2

(液管断熱無しﾓｰﾄﾞ： 10.3)

圧
縮
機

ANB42FJYMT
3.4
11.8
-

冷
凍
機
油

ﾀﾞﾌﾆｰﾊｰﾒﾁｯｸｵｲﾙ FVC68D

初期充てん量
2.3
－
1.7

φ550×1
凝
縮
器

ｵｰﾙｱﾙﾐﾌﾗｯﾄﾁｭｰﾌﾞ式

送風機
74×1

85
電子ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ

受液器 8
ｲﾝﾊﾞｰﾀ方式<0-38～100％>

ｲﾝﾊﾞｰﾀ始動
有

有 <22A設定>
保
護
装
置

有 <高圧：機械式、低圧：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式>

－
－

ﾋｭｰｽﾞ
250V 3.15A×2、6A×2、6.3A×2

250V 6.3A

有

－

有<口径：3.1mm、溶融温度：74℃以下>

圧力計 <高圧>、ｻｸｼｮﾝｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ <5L>、油分離器、ﾄﾞﾗｲﾔ、ｻｲﾄｸﾞﾗｽ

付属部品
-

応急運転用ｺﾈｸﾀ

1250×1150×420
ﾏﾝｾﾙ 5Y 8/1 近似色

質
量

134
128

配管寸法
<注3, 10>

<注7> φ19.05S
<注8> φ9.52S

－
<注9, 10> 大80以下

<注4> 47
 1.測定条件は、次のとおりです｡
   周囲温度：32℃、蒸発温度：-10℃、吸入ｶﾞｽ温度：18℃、ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機運転周波数：78Hz
   ※ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ設定：目標凝縮温度=外気温度+5℃、液管断熱有りﾓｰﾄﾞ運転時
   ※JRA 4019-2014適合
   ※工場出荷時設定は液管断熱有りﾓｰﾄﾞとなります。液管断熱有りﾓｰﾄﾞでご使用の際は、液配管に断熱材(20mm以上)を施してください。
 2. 大電流、開閉器容量などは「電気工事」の項を確認してください。
 3.配管寸法欄　記号F：ﾌﾚｱ接続、記号S：ろう付接続
 4.騒音値の測定条件は次のとおりです｡
   周囲温度：32℃、蒸発温度：-10℃、ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機運転周波数：78Hz
   ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ設定：目標凝縮温度=外気温度+20℃
   測定場所：無響音室相当でﾕﾆｯﾄ前面より距離1m、高さ1m
 5. 大周波数は目標蒸発温度設定値によって異なります。詳細は据付工事説明書、ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸなどをご確認ください。
 6.周囲温度、吸入圧力飽和温度がともに高い場合は能力が低下しますので外気温度別能力表をご確認ください。
 7.現地での吸入配管径、配管長により能力が変化しますので配管長別能力表をご確認ください。
 8.現地での配管寸法、配管長、各ﾕﾆｯﾄ間の高低差については配管制約表、工事説明書などをご確認ください。
   ※液管断熱有りﾓｰﾄﾞと無しﾓｰﾄﾞは制御設定とｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞ<ﾘﾌﾟﾚｰｽ>の開閉によって切替可能です。詳細は工事説明書、
   ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸなどをご確認ください。
 9.ﾘﾌﾟﾚｰｽ(既設配管、冷却器再利用)を実施する場合の配管長は、「ﾘﾌﾟﾚｰｽ」の項を確認してください。
10.ｻｰﾋﾞｽ時の冷媒全回収には追加受液器が必要な場合があります。詳細は工事説明書、ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸなどをご確認ください。

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ標準仕様書 WAN34-659-C-5



三菱電機株式会社

項目 単位 ECOV-EN30WB(-BS・-BSG) <4HP>

電線の太さ ㎜2<m>
大電流 A

過電流保護器 A

開閉器容量 A

制御回路配線太さ ㎜2

接地線太さ(銅) ㎜2

μF

kVA

㎜2

液管 m
ｶﾞｽ管 m

異物除去方法
対応可能な冷凍機油

注

技術ﾃﾞｰﾀ

電
気
工
事

<注11> 5.5<17>

20.0

50

60

2

3.5

 進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ(圧縮機)
容量

取付不可

取付不可

電線太さ 取付不可

対応可能な冷却器
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗの場合    1系統に接続されている全冷却器

   ※冷却器の再利用可否は各ﾒｰｶｰへ問い合わせください。
   なお、再利用時には膨張弁と電磁弁をR410A対応品へ交換してください。

ｼｮｰｹｰｽの場合

11.電線の太さ欄<  >内の数字は、電圧降下2Vのときの 大こう長を示します。
12.電源には必ず漏電遮断器を取付けてください｡
   漏電遮断器の選定は以下を目安に選定してください｡
   ※なお、漏電電流は配線長、配線経路、また周囲に高周波を発生する設備の有無などにより異なります｡
   　詳細は、各漏電遮断器ﾒｰｶ窓口にお問い合わせください｡
    ﾕﾆｯﾄ呼称出力             / 設定値
   2.2kW以下                / 感度電流15mA  0.1s
   2.2kWを超え、 5.5kW以下  / 感度電流30mA  0.1s
   5.5kWを超え、16.5kW以下  / 感度電流100mA 0.1s
   16.5kWを超え、33.5kW以下 / 感度電流100～200mA  0.1s
   ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機搭載ﾕﾆｯﾄの場合、漏電遮断器は必ず『高調波対応形』を選定してください｡
13.既設配管は現地で施工されている吸入配管、液配管を示します。
14.ﾘﾌﾟﾚｰｽ作業のはじめに各冷却器の膨張弁の感温筒を外してR22機などの既設ﾕﾆｯﾄにて5分間程度運転させる作業(ﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)
   実施してください。既設ﾕﾆｯﾄが故障などでﾌﾗｯｼﾝｸﾞできない場合はR410A機を据付け、冷却運転24時間後に油交換(1回：1.7L)を
   実施してください。
   その他、作業ﾌﾛｰ詳細につきましては工事説明書、ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸなどをご確認ください。
15.製品仕様は改良などのため、予告なしに変更する場合があります｡

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ標準仕様書 WAN34-659-C-5

<注14> ﾌﾗｯｼﾝｸﾞ運転(ﾘﾌﾟﾚｰｽﾌｨﾙﾀ不要)
鉱油(SUNISO 3GS(D)、ﾊﾞｰﾚﾙﾌﾘｰｽﾞ32SAM)、MEL32(R)

リ
プ
レ
|
ス

再利用対象 　 <注13> 既設配管・冷却器
対応可能配管長 大80m以下

<注8, 10> 大80m以下
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ECOV-EN30WB能力線図

WAN30-763

三菱電機株式会社

液管断熱有りモード時

液管断熱無しモード時

電源 三相200Ｖ 吸入ガス温度18℃ 周囲温度32℃

サブクール ： 蒸発温度-10℃ 20K(液管断熱有り) / 5K(液管断熱無し)

                  蒸発温度-40℃ 36K(液管断熱有り) / 3K(液管断熱無し)

目標蒸発温度設定により、

最大周波数が変化します。



1.配管径、配管長の制約

注1.　サービス時の冷媒全回収には追加受液器が必要になる場合があります。詳細は工事説明書、ハンドブックをご確認ください。

2.コンデンシングユニットと冷却器の高低差

本体を高所に設置される場合、試運転時やサービス時に冷媒ボンベなど重量物の運搬を考慮した搬入路の確保や、

最もサービスしやすい位置にサービスバルブを設けるなどの配慮をした施工を行ってください。

(1)冷却器をユニットより上方に設置する場合

高低差(ユニット液配管取出し部高さと冷却器液配管取出し部高さの差)は8m以内としてください。

高低差が大きいと液冷媒のヘッド差による圧力降下のため、フラッシュガスが発生するおそれがあります。

(2)冷却器をユニットより下方に設置する場合

高低差(吸入配管最高部の高さと吸入配管最低部の高さの差)は、20m以内としてください。

高低差が大きいと圧縮機への油戻りが悪くなり圧縮機が故障するおそれがあります。

使用蒸発温度が-20℃以上の場合は、高低差30m以内としてください。

3.その他

冷媒配管工事の詳細については据付工事説明書をご確認ください。

WAN33-964

配管制約表

三菱電機株式会社

形名<馬力>
液配管

吸入圧力
飽和温度範囲

吸入配管
配管長
<注1>

液配管
吸入圧力

飽和温度範囲
吸入配管

配管長
<注1>

-45～+10℃
φ15.88
φ19.05

80m以下
φ9.52
φ12.7

ECOV-EN15WB φ9.52 -45～+10℃
φ15.88
φ19.05

80m以下

-45～+10℃
φ15.88
φ19.05
φ22.22

80m以下
φ9.52
φ12.7

ECOV-EN22WB φ9.52 -45～+10℃
φ15.88
φ19.05

80m以下

-45～+10℃
φ19.05
φ22.22
φ25.4

80m以下
φ9.52
φ12.7

ECOV-EN30、37WB φ9.52 -45～+10℃
φ19.05
φ22.22

80m以下

φ31.75 50m以下

ECOV-EN45WB φ9.52 -45～+10℃
φ22.22
φ25.4

80m以下
φ9.52

-45～+5℃未満
φ22.22
φ25.4

80m以下

+5以上～+10℃ 50m以下

φ12.7 -45～+10℃ 80m以下

φ9.52
-45～+5℃未満

φ12.7 -45～+10℃ 80m以下
φ9.52～φ15.88 -45～+10℃

<液管断熱有モード> <液管断熱無しモード>

ECOV-EN55、67WB

φ9.52

φ12.7
φ15.88

-45～+10℃

φ22.22
φ25.4
φ28.58

80m以下

+5以上～+10℃ 50m以下

+5以上～+10℃ 50m以下
80m以下

-45～+5℃未満

φ22.22
φ25.4

80m以下


